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桐朋学園小学校・桐朋中学校・桐朋高等学校 

 

学校と保護者・地域住民等とのより良い 

関係構築のためのガイドライン 
～教職員との連絡・面談等にあたってのお願い～ 

 

日頃より、本校の教育活動に深いご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

労働施策総合推進法が２０２５年６月に改正が行われ、２０２６年１０月１日からカスタマーハラスメ

ント防止のための措置を講じることが義務付けられることになりました。本校においても、教職員および

教育環境と児童生徒の学びの環境を継続するため、「学校と保護者・地域住民等とのより良い関係構築の

ためのガイドライン」を策定いたしました。 

本校は、自主・自律を大切にする教育方針のもと、児童生徒一人ひとりの個性と創造性を尊重しなが

ら、豊かな人間性の育成を目指して教育活動を行っています。 保護者・地域住民等の皆様から本校に寄せ

られるご意見・ご要望は、児童生徒の成長や学校の発展にとって重要なものであり、対話を通じて相互理

解を深めることを大切にしています。どうぞご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

1.（目的）  

  学校と保護者・地域住民等が良好な信頼関係を築くとともに、本校に寄せられる正当な意見や要望を 

尊重しつつ、社会通念を逸脱する不相当な言動から教職員および教育環境を守ることにより、児童生徒が

安心して学び続けることのできる環境を維持することを目的とします。  

  

2．（対象者と定義）  

  本ガイドラインは、保護者・卒業生・地域住民・取引業者その他本校に関わりをもつすべての方を対象

とします。学校との関わりの中で、過度な要求や不適切な言動が社会通念上許容される範囲を超え、教職

員の教育活動や勤務環境や業務、または児童生徒の学習環境に支障を与える行為をカスタマーハラスメン

トと定義します。  

 



3.（対象となる言動） 

東京私立中学高等学校協会からは下記のように示されています。本校におきましても、同協会の考え方

に準じ、同様の方針のもと対応してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. （対応の基本姿勢）  

  本校は、児童・生徒の健やかな成長を実現するため、皆様方と学校が相互に信頼し、協力しながら教育

活動を進めていくことを大切にしています。そのため、ご意見やご要望については、まず対話を重ね、相

互理解に基づく円満な解決を目指します。また、建設的なご意見やご提案については、学校改善につなが

る貴重な機会として真摯に受け止めてまいります。一方で、双方が互いの立場を尊重し、社会通念上相当

な範囲で意思疎通を図ることが重要です。要求の内容やその手段・態様が社会通念上相当と認められる範

囲を逸脱する行為が認められた場合には、関係機関と連携するなど、必要かつ適切な対応を行います。 

皆様方と学校が、児童・生徒のためのよき協力者として信頼関係を深めながら教育活動を支えていけるよ

う、本ガイドラインへのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 


